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１． 四半期業績の概況の作成等に係る事項

 
会計処理の方法の最近連結会計年度における認識の方法との相違の有無 ： 有 
（当該四半期業績の概況の作成にあたっては、固定資産の減価償却の方法等、一部簡便的な方法を採用しており
ます。）

 
２．平成16年3月期第3四半期業績の概況（平成15年4月1日～平成15年12月31日） 
    （１）売上高および経常利益               
                        （百万円未満は切り捨てて表示） 

 
（注） １．売上高ならびに経常利益は、当該四半期までの累計値である。 
    ２．パーセント表示は前年同四半期比増減率を示す。 

売 上 高 経 常 利 益

 

平成16年3月期第3四半期

平成15年3月期第3四半期

     百万円    ％ 

３，４７１ ９．８

３，１６２ ３１．7

  百万円    ％ 

２４５ △１２．１

２７９ ２９６．４

(参考)平成15年3月期 ４，２１７ ３６１

【補足説明】 
アンチモン事業セグメントは、第１四半期、第２四半期、第３四半期のそれぞれの売上高が610百万円、616百万円、714百
万円と推移しており、第２四半期までは国内需要が伸び悩む中、輸入品の攻勢を受け当社を含め国内メーカーの販売量が
落ち込む市況でありましたが、第3四半期より当社においては漸く数量的にも例年並の実績を凌ぐ水準にまで回復してきま
した。 
 一方、金属粉末事業セグメントは、精密モーター軸受用の粗粉の販売量は概ね横這いですが、電子部品用の微粉は当
該四半期においても好調な販売を続けております。

（２）当該四半期において企業集団の財政状態及び経営成績に重要な影響を与えた事象 

該当事項はありません。 

（３）平成16年3月期の連結業績予想（平成15年4月1日～平成16年3月31日） 

現在のところ、平成15年11月20日に公表しました通期業績予想から変動はありません。 

以上


